[bookmark: _GoBack]５歳児の事例
	交流活動
	「友遊サロンのおじいちゃんおばあちゃんとのふれあい」

	ねらい
	〇おじいちゃんおばあちゃんとふれあうことを楽しみ、親しみをもつ。
〇喜ばれたり褒められたりすることで、人の役に立つ喜びを感じる。

	子どもの様子
	保育者の読み取り・願い

	何をして遊ぶか考えよう
・僕たちが楽しんでいるゲームやダンスを教えたいな♪
・どんな人がいるのかな。仲良くなれるかな
・どんなゲームやダンスだったら一緒にできるかな
・心をこめてプレゼントをつくろう
・折り紙でこんなの作れるよ！
・かわいくできた！喜んでくれるかな









初対面
・初めての場所、人にちょっぴりドキドキ…
・勇気を出して…「私の名前は○○です！」
・85歳だって！おっきい！！
・ねえねえ、おばあちゃん聞いて!僕ね…
・おじいちゃんの手あったか～い
・ダンス見ててね！上手でしょ！楽しい時間を共有しているうちに仲良しになれた！





















・ゲームを一緒に楽しむことで自然と笑顔がこぼれる
・おじいちゃんおばあちゃん優しいな。ありがとう
・大好きのギューや握手
・頑張って作ったプレゼントどうぞ。またあそぼうね
・今度はこども園に遊びに来てほしいな！
⇒社会福祉協議会の方と相談し、施設バスで送迎することで園に遊びに来てもらえることになった。
	・核家族が多い今の時代。おじいちゃんおばあちゃんとふれあう機会も減っている。初めて会うおじいちゃんおばあちゃんでも心から可愛がり、声をかけてくるだろう。その優しさや温かさをふれあいを通して感じてほしい。普段子ども達が楽しんでいる遊びやゲームなどを一緒に楽しむことで距離を縮め、お互いに自然と笑顔がこぼれる温かいふれあいになるのではないか。
・優しく、あたたかいおじいちゃんおばあちゃんに安心して勇気を出して会話をしたりスキンシップをとったりして自分からかかわってほしい。
・子ども達と一緒に活動内容を考えたり、練習したりして楽しみな気持ちをふくらませるようにする。
・緊張したり恥ずかしそうにする子もいたが、温かい拍手で迎えてくれ、優しく名前を呼んでもらったり、「可愛いね」と頭をなでてもらったりしてスキンシップをとりながらふれあうことで笑顔が見られた。おじいちゃんおばあちゃんの優しくおっとりとした雰囲気に安心して心を開き、言葉でのやりとりやふれあいを楽しみ楽しい時間を共有することができた。また、ふれあいを通しておじいちゃんおばあちゃんは守ってあげる、手伝ってあげる存在であることをなんとなく感じたようだ。ルールや手遊びを教えてあげるなど相手の表情や様子から自分なりに関わり方を考える姿が見られた。杖をついている人がいる、目が良く見えない人がいるなど相手の様子に気づいている。どうしてあげたらいいのか自分にできることを考え行動しようとする。
・何気ないおしゃべりの中で、「ぼくこんなこと得意だよ」と自分のことを話したり、逆に相手の話を聞いたりしてコミュニケーションをとろうとする。「自分が知らなかったこんなことを知っているんだ。おじいちゃんってすごいな」と尊敬の気持ちをもつ。自分をあたたかく受け止めてもらった経験から、今度は「自分たちが優しくしてあげたいな」という思いやりが芽生えている気がする。
・子ども達の笑顔にはおじいちゃんおばあちゃんを元気にするパワーがある。また、初めて会う人にも笑顔と親しみの気持ちで接しふれあいを楽しむことができた。今度はこども園に招待し、子ども達がいきいきと楽しく過ごしている様子を見てもらったり、一緒に楽しんだりしたい。また、子ども達がおもてなしする側ということを意識することで、はりきる気持ち、思いやりの気持ち、人の役に立とうとする気持ちにつながるのではないか。



	交流活動
	おじいちゃんおばあちゃんいらっしゃい！こども園へご招待

	ねらい
	〇おじいちゃんおばあちゃんへの関わり方を自分なりに考えて行動したり思いやりの気持ちをもったりする。
〇喜んでもらうためにすすんでおもてなしをする。

	子どもの様子
	保育者の読み取り・願い

	こども園に招待しよう
・また一緒に遊びたいな
・どんなことをしたら嬉しいかな？
・発表会のダンス見せたいね

園に来園
・久しぶりだね！楽しみにしていたよ！
・僕たち頑張るから、かっこいい所見ててね！
・一緒にクリスマスツリーを作ろう
・僕ののり貸してあげるよ。どうぞ。

おもてなしって
うれしいな♪































	・喜んでもらう、楽しんでもらうことが自分の喜びになる経験をしたことで、どんなことをしたら相手が嬉しいかな、喜んでくれるかなと想像しながら考えることができた。

・おじいちゃんおばあちゃんにかっこいい所を見せようと自分の力を出してはりきる。心地よい緊張感を感じながら、発表会で演じた劇を披露した。地域には自分たちを大切にしてくれる、応援してくれる人がたくさんいるんだと感じることができたようだ。

・拍手をしてもらったり、「かっこよかった、上手だった」と褒めてもらうことで相手に喜んでもらう嬉しさを味わい、自信につながっている。

・「こうしたらいいんじゃない？」とアイディアを出したり、自分にはないおじいちゃんおばあちゃんならではのアイディアに驚いたりしながら製作を楽しみ、自分たちでやりとりをしながら進め、自らコミュニケーションをとっている。

・「やり方教えてあげようか？」と自分から声をかけたり、必要な物を持って行ってあげたりと自分なりに考えて行動する思いやり気持ちが見られた。

・1回目よりも2回目と回を重ねるごとに子ども達のおじいちゃんおばあちゃんに対する親しみや思いやりの気持ちが膨らみ、心と心のふれあいを楽しんでいる。保育者がいなくても自分たちで会話やスキンシップを楽しむことができている。

・保育者が主導しなくても、どんなことをしたら喜んでくれるか相手の気持ちや顔を想像しながら子どもたちから進んで交流することができた。


	




考　察
	・毎年恒例の地域の行事に参加するだけでなく、一つ一つの活動に目的をもち取り組むことで、子どもたちは主体的に活動できるようになってきている。交流での子どもの主体性を大切にし支えていきたい。
・回を重ねると自分たちが元気に歌ったり踊ったりする姿からおじいちゃんおばあちゃんは元気をもらっていることを感じとったり、体が不自由な人に対してのかかわり方を知ったりと相手を思う気持ちがふくらんでいった。
・地域に開かれた園、地域の中で育つ子ども達であるために自分たちが出向くだけでなく、自分たちのこども園に招待することでこども園を知ってもらい、子ども達に温かなまなざしを向け続けてもらえるだろう。地域の人にとっても、こども園が身近なものになってほしい。
・様々な機関やサークル等とのパイプをつくり、つながりを継続していくことで子ども達や子どもの成長に関心をももってもらいたい。1度きりの活動にならないよう継続して行うことで子ども達の親しみの気持ちをふくらませることができる。
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